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わ
が
国
経
済
が
長
き
に
わ
た

り
低
迷
を
続
け
る
中
、
人
々
の

価
値
観
が
量
か
ら
質
に
転
換
し
、

少
子
・
高
齢
化
や
地
球
温
暖
化
、

環
境
問
題
な
ど
、
市
域
を
越
え

た
効
率
的
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
面

の
課
題
と
な
る
主
な
施
策
に
つ

い
て
の
考
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
ま
ず
は
、
求
心
力
の
あ
る
市

町
合
併
の
推
進
で
す
。
本
年
二

月
、
本
市
と
津
名
町
、
五
色
町

の
間
で
法
定
合
併
協
議
会
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
一
市
二
町
を
核
に
「
淡
路

一
市
」
実
現
に
向
け
て
、
新
し

い
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
を
全

国
に
示
し
て
い
く
所
存
で
す
。
�

　
次
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
で
す
。
本
年
二
月
「
洲
本
市

民
工
房
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
図

書
館
と
と
も
に
、
新
都
心
の
顔

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
�

本
年
度
は
、
こ
こ
に
新
た
な
施

設
と
し
て
、
平
成
十
八
年
に
開

催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
に
合

わ
せ
、
「
（
仮
称
）
総
合
文
化

体
育
館
」
整
備
に
着
手
し
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
拠
点

と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
新
た

な
機
能
を
付
加
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
観
光
産
業
を
中
心

と
す
る
本
市
の
地
域
経
済
は
停

滞
し
て
お
り
、
誘
客
を
促
進
す

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
営
明
石
海

峡
公
園
の
開
園
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
る
「
淡
路
花
祭
」
や
淡

路
島
を
代
表
す
る
第
一
次
産
品

を
即
売
す
る
「
四
季
の
祭
典
」

の
継
続
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

観
光
地
「
洲
本
」
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
続
い
て
、
地
域
情
報
化
の
推

進
で
す
。
本
年
度
は
、
情
報
基

盤
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、

行
政
の
す
べ
て
の
分
野
で
市
民

と
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
高
い
理
想
を
求
め
、
全
国

の
自
治
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
Ｉ

Ｔ
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
合
体
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
行
政
の
基
盤
整
備
を

図
り
ま
す
。
�

　
次
は
、
福
祉
の
充
実
で
す
。

市
民
、
地
域
社
会
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
県
の
制
定
し
た
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基

づ
い
た
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し

い
施
設
整
備
を
支
援
す
る
一
方

で
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
を

図
り
、
安
心
と
信
頼
を
礎
に
す

べ
て
の
市
民
が
人
生
を
満
喫
で

き
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
す
。
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ご
み

減
量
化
対
策
な
ど
に
加
え
、
一

歩
進
ん
だ
資
源
循
環
型
社
会
を

形
成
す
る
た
め
に
、
本
年
度
か

ら
新
た
に
環
境
対
策
に
視
点
を

置
い
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
の
認

証
取
得
を
目
指
す
と
と
も
に
、

新
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
に
か

か
る
手
続
き
を
進
め
ま
す
。
�

　
そ
の
ほ
か
、
加
茂
中
央
線
、

物
部
曲
田
塩
屋
線
な
ど
の
幹
線

交
通
軸
の
整
備
、
農
林
水
産
業

の
振
興
、
基
金
を
財
源
と
し
た

洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
へ
の
公
的

支
援
に
よ
る
航
路
存
続
な
ど
、

継
続
事
業
の
推
進
に
も
努
め
ま

す
。
�

三
月
定
例
市
議
会
が
三
月
八
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
平
成
十
四
年
度
施
政�

方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
予
算
に
つ
い
て
は
三
月
号
で
既
報
）。�

所
信
表
明
の
あ
ら
ま
し�

主

要

施

策

の

あ

ら

ま

し

�

3月議会で所信表明する�
中 川 市 長 �

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で
�

快
適
な
公
園
都
市
づ
く
り

快
適
な
公
園
都
市
づ
く
り
�

　
新
都
心
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
、

御
食
国
、
健
康
福
祉
館
、
バ
ス

セ
ン
タ
ー
、
塩
屋
１
・
２
号
線

な
ど
各
種
の
整
備
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
�

　
昨
年
完
成
し
た
市
民
広
場
は
、

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
「
や

す
ら
ぎ
と
交
流
の
場
」
と
し
て
、

す
で
に
定
着
し
て
い
ま
す
。
�

　
本
年
度
は
、
新
た
に「（
仮
称
）
�

総
合
文
化
体
育
館
」
建
設
に
着

手
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能

を
充
実
さ
せ
ま
す
。
�

��　
新
し
尿
処
理
施
設
は
、
平
成

十
三
年
度
に
建
設
地
、
整
備
年

次
な
ど
の
基
本
方
針
を
決
定
し
、

生
活
環
境
ア
セ
ス
な
ど
の
調
査

業
務
や
関
係
機
関
と
の
調
整
協

議
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
本
年
度
は
、
調
査
業
務

の
完
了
と
、
年
度
内
の
着
工
を
�

◆
新
都
心
ゾ
ー
ン
の
整
備
�

◆
環
境
整
備
�

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で
�

快
適
な
公
園
都
市
づ
く
り
�

中川原保育所中川原保育所�中川原保育所�
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目
指
し
て
関
連
手
続
き
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。
�

　
ま
た
、
資
源
循
環
型
の
ご
み

ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
て
、
資
源

ご
み
の
拠
点
回
収
事
業
を
は
じ

め
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー「
み

つ
あ
い
館
」
の
利
用
促
進
、
ご

み
減
量
化
機
器
の
設
置
費
補
助
、

再
利
用
資
源
回
収
団
体
の
奨
励

な
ど
再
資
源
化
対
策
を
引
き
続

き
推
進
し
ま
す
。
�

　
「
洲
本
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止

条
例
」
に
つ
い
て
は
市
民
へ
の

周
知
に
努
め
、
空
缶
・
吸
い
殻

な
ど
の
ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ
ん

の
放
置
を
防
止
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
全
島
一
斉
清
掃
で
は
、
今
後

と
も
よ
り
多
く
の
ご
参
加
を
願

い
、
共
に
汗
を
流
し
て
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
快
適
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
ま
す
。
�

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は

継
続
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
ま

す
。
�

��　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
七

年
が
経
過
し
、
防
災
に
対
す
る

意
識
が
薄
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
引
き
続
き
防
災
意
識

の
高
揚
、
普
及
啓
発
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
・
強
化
に
努
め

ま
す
。
�

　
ま
た
、
こ
の
た
び
完
成
し
た

由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
を
含
め
、
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
や
地
域

の
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

を
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
防

災
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
し
、

防
災
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
�

　
地
震
・
津
波
が
発
生
し
た
場

合
の
対
策
と
し
て
は
、
昨
年
八

月
に
兵
庫
県
、
島
内
の
海
に
面

し
た
一
市
八
町
、
淡
路
広
域
消

防
事
務
組
合
、
洲
本
警
察
署
で

「
淡
路
地
域
津
波
災
害
対
策
検

討
会
」
を
設
置
、
南
海
地
震
を

想
定
し
た
「
地
域
津
波
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
防
災
意
識
の
普
及
・
啓

発
な
ど
の
平
常
時
対
策
、
情
報

収
集
・
伝
達
体
制
、
避
難
対
策
、

海
岸
施
設
の
閉
鎖
体
制
な
ど
の

緊
急
時
対
策
を
柱
に
組
み
立
て

ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
受

け
て
、
本
市
の
地
震
・
津
波
対

策
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
�

�������　
平
成
十
二
年
四
月
介
護
保
険

制
度
が
開
始
さ
れ
、
要
介
護
・

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
々
に

多
く
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、「
老
人
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」

が
見
直
し
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
�

　
全
国
平
均
を
上
回
る
本
市
の

高
齢
化
状
況
に
対
応
し
、
保
健

･
医
療
･
福
祉
に
わ
た
る
総
合

的
な
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
も
、
将
来
を

見
据
え
た
計
画
策
定
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
現
状
分
析
・

課
題
整
理
を
踏
ま
え
、
保
険
料

と
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
バ
ラ
ン
ス

に
立
脚
し
た
将
来
像
と
方
向
性

を
持
つ
、
利
用
者
本
位
の
視
点

に
立
っ
た
計
画
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
�

��　
健
康
福
祉
館
や
総
合
福
祉
会

館
を
拠
点
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
う
し
お
、
大
野
陽
だ

ま
り
館
な
ど
や
民
間
関
連
機
関
、

洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
児
童
委
員
な
ど
と
連
携
・
協

働
し
、
身
近
な
地
域
で
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
る
地

域
ケ
ア
体
制
、
地
域
福
祉
活
動

の
充
実
・
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
�

　
住
民
に
よ
り
主
体
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
生
き
が
い
増
進
・

健
康
づ
く
り
な
ど
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
連
携
・
支
援
を
深
め
、
支

え
、
分
か
ち
、
助
け
合
う
福
祉

社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
�

����　
県
で
制
定
さ
れ
た
「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
よ
り
、

高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
施
設

整
備
を
進
め
る
一
方
で
、
家
庭

内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援

す
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
や

優
し
い
住
ま
い
づ
く
り
事
業
な

ど
の
住
宅
改
修
助
成
制
度
の
推

進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成

に
努
め
ま
す
。
�

����　
身
体
障
害
や
知
的
障
害
の
人

へ
の
在
宅
支
援
や
施
設
入
所
な

ど
の
支
援
に
加
え
、
本
年
度
か

ら
精
神
障
害
の
人
へ
の
福
祉
業

務
が
県
か
ら
市
に
移
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
、
公
費
負
担
申
請

の
受
付
や
相
談
業
務
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。
�

◆
消
防
防
災
�

◆
高
齢
化
社
会
の
対
応
�

健
や
か
で
い
き
が
い
の

健
や
か
で
い
き
が
い
の
�

あ
る
ま
ち
づ
く
り

あ
る
ま
ち
づ
く
り
�

◆
地
域
福
祉
の
推
進
�

◆
住
み
よ
い
福
祉
の
�

　
ま
ち
づ
く
り
�

◆
障
害
者
福
祉
へ
の
�

　
対
応
�

↓
�

健
や
か
で
い
き
が
い
の
�

あ
る
ま
ち
づ
く
り
�

完成したばかりの完成したばかりの�完成したばかりの�

子どもたちの笑顔あふれる街に�子どもたちの笑顔あふれる街に�
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念
願
の
中
川
原
保
育
所
が
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま

れ
る
施
設
と
し
て
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
保
育
所

が
担
っ
て
い
る
役
割
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
た
め
、
保
育
内
容

の
充
実
な
ど
子
育
て
支
援
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
は
好
評
を

得
て
お
り
、
従
来
の
火
曜
日
か

ら
日
曜
日
ま
で
を
、
子
ど
も
た

ち
が
利
用
し
や
す
い
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
の
開
設
に
改
め

る
と
と
も
に
、
市
内
の
ほ
か
の

地
域
で
の
事
業
の
実
施
な
ど
充

実
を
図
り
ま
す
。
�

��　
各
種
健
診
業
務
を
充
実
し
て
、

受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
健
康

教
育
や
相
談
・
栄
養
改
善
事
業
、

機
能
訓
練
事
業
に
よ
る
寝
た
き

り
の
予
防
や
乳
幼
児
と
高
齢
者

の
予
防
接
種
な
ど
、
予
防
業
務

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
�

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

健
全
で
豊
か
な
母
性
意
識
や
育

児
力
を
高
め
る
た
め
、
健
診
・

健
康
教
育
を
柱
に
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
歯
科
保

健
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
�

　
休
日
等
応
急
診
療
所
で
は
、

日
曜
・
祝
日
に
加
え
木
曜
日
、

土
曜
日
、
平
日
の
夜
間
も
含
め
、

市
内
の
医
療
機
関
が
休
診
と
な

る
時
間
帯
で
、
午
後
十
時
ま
で

診
療
を
行
い
一
次
救
急
医
療
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
�

�

��　
国
に
よ
る
医
療
保
険
制
度
な

ど
の
改
正
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
適
正
な
賦
課
徴
収
、
口
座

振
替
制
度
の
利
用
促
進
や
未
納

者
へ
の
納
付
相
談
な
ど
の
収
納

対
策
に
取
り
組
み
、
国
保
財
政

の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。
特
に
、

国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
に

わ
た
っ
て
特
別
な
事
情
も
な
く
、

漫
然
と
滞
納
し
て
い
る
被
保
険

者
に
対
し
て
、
短
期
被
保
険
者

証
を
交
付
し
、
な
お
か
つ
納
税

相
談
な
ど
に
応
じ
な
い
場
合
は

資
格
証
明
書
を
発
行
す
る
な
ど

し
て
、
被
保
険
者
間
の
負
担
の

公
平
を
図
り
な
が
ら
、
収
納
率

向
上
と
赤
字
解
消
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
�

������　
子
ど
も
た
ち
が
人
間
と
し
て

調
和
の
と
れ
た
成
長
を
遂
げ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
教

育
活
動
を
通
じ
て
、
明
日
を
担

う
こ
こ
ろ
豊
か
で
、
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
「
洲
本
っ
子
」
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
�

　
本
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て
は
、

こ
の
制
度
の
持
つ
意
義
を
十
分

尊
重
し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
の
中

で
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に

生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
基
本

と
し
た
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
に
則
り
、
児
童

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
教
育

課
程
を
編
成
し
、
ゆ
と
り
の
中

で
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着

と
個
性
の
伸
長
を
図
る
教
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
�

　
新
た
に
導
入
さ
れ
る
「
総
合

的
な
学
習
」
で
は
、
体
験
的
な

学
習
や
問
題
解
決
的
な
学
習
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
展
開
に

努
め
ま
す
。
�

　
ま
た
、「
自
然
学
校
」
や
「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
体
験

活
動
で
は
、
児
童
生
徒
が
主
体

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
内
容
や

方
法
を
工
夫
し
、
地
域
住
民
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
実
施
し

ま
す
。
�

　
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、「
三

年
保
育
調
査
研
究
事
業
」
の
結

果
を
踏
ま
え
、
洲
本
幼
稚
園
に

お
い
て
三
歳
児
保
育
を
実
施
し

ま
す
。
�

　
施
設
・
設
備
面
で
は
、
中
川

原
小
学
校
と
青
雲
中
学
校
に
、

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
加
茂
小
学
校
屋
内
運
動

場
の
大
規
模
改
造
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
�

��　
公
民
館
を
は
じ
め
、
図
書
館
、

淡
路
文
化
史
料
館
を
生
涯
学
習

の
活
動
拠
点
と
し
て
、
多
く
の

市
民
が
気
軽
に
活
用
で
き
る
施

設
環
境
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
民
の
学
習
活
動
に
対

す
る
支
援
と
学
習
機
会
の
拡
大

を
推
進
し
ま
す
。
�

　
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子

ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

人
、
外
国
人
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
、
人
権
尊
重
が
社
会
の
文

化
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
�

��　
洲
本
市
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
を
中
心
に
多
種
多
彩
な
文
化

活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
活
動
支
援
と
併
せ
て
、

「
洲
本
市
美
術
展
」、「
泡
鳴
子

ど
も
文
化
賞
」、「
淡
路
文
化
史

料
館
に
お
け
る
展
覧
会
」
を
継

続
実
施
し
、
淡
路
の
文
化
を
島

内
外
に
向
け
発
信
し
ま
す
。
�

　
体
育
振
興
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
十
八

年
に
実
施
さ
れ
る
国
民
体
育
大

会
兵
庫
大
会
に
つ
い
て
も
、
施

設
整
備
に
向
け
た
設
計
調
査
業

務
を
実
施
し
ま
す
。
�

������　
国
土
交
通
省
の
直
轄
事
業
と

し
て
整
備
が
進
ん
で
い
る
国
道

二
十
八
号
洲
本
バ
イ
パ
ス
は
、

既
に
納
〜
宇
山
青
雲
橋
北
詰
ま

で
の
間
三
・
六
　
　
が
供
用
開

始
さ
れ
て
お
り
、
残
る
宇
山
〜

炬
口
間
二
・
四
　
　
の
整
備
に

つ
い
て
も
、
昨
年
地
元
に
対
し

て
の
事
業
概
要
の
説
明
を
終
え
、

い
よ
い
よ
事
業
着
手
に
向
け
一

歩
前
進
し
ま
し
た
。
今
後
、
地

元
関
係
者
と
の
連
携
の
も
と
、

早
期
完
成
に
向
け
て
国
へ
の
要

望
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、
由
良
地
区
住
民
の
通

勤
、
通
学
な
ど
日
常
生
活
に
影

響
の
あ
る
県
道
洲
本
南
淡
線
の

防
災
対
策
事
業
が
早
期
に
促
進
�

◆
児
童
福
祉
へ
の
対
応
�

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進
�

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
�

◆
学
校
教
育
の
充
実
�

◆
生
涯
学
習
の
充
実
�

◆
文
化
・
体
育
の
振
興
�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
�

都
市
基
盤
づ
く
り

都
市
基
盤
づ
く
り
�

◆
道
路
整
備
�キ�　

ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
�

都
市
基
盤
づ
く
り
�

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
�

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
�

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
�

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
�

社協のつどい�
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�

◆
港
湾
整
備
�

ヘ
ク�

タ
ー
ル�

ま
ち
を
支
え
る

ま
ち
を
支
え
る
�

力
強
い
産
業
づ
く
り

力
強
い
産
業
づ
く
り
�

さ
れ
る
よ
う
、
県
当
局
へ
引
き

続
き
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
広
域
幹

線
道
路
を
ベ
ー
ス
と
し
た
道
路

網
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

東
西
交
通
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割

を
担
う
加
茂
中
央
線
、
幹
線
交

通
軸
と
な
る
物
部
曲
田
塩
屋
線
、

小
路
谷
千
草
線
な
ど
、
内
環
状

線
、
外
環
状
線
の
早
期
完
成
を

目
指
し
、
引
き
続
き
重
点
的
に

整
備
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
�

　
ほ
か
の
市
道
に
つ
い
て
も
、

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
北
谷
山
田

原
線
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
む

な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。
�

��　
自
然
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
環

境
を
創
出
す
る
た
め
、
引
き
続

き
千
草
川
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
�

　
洲
本
川
の
堤
防
敷
を
利
用
し

た
歩
道
整
備
を
進
め
、
学
童
が

安
全
で
安
心
で
き
る
通
学
路
と

し
て
、
ま
た
、
市
民
が
楽
し
く

散
策
で
き
る
歩
道
と
し
て
の
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。
�

��　
由
良
港
湾
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
港
湾
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
に
早
期
完
成
を
目
指
し
、

引
き
続
き
整
備
促
進
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
�

��　
第
八
次
拡
張
事
業
と
し
て
進

め
て
き
た
鮎
屋
浄
水
場
の
整
備

事
業
が
完
成
し
、
本
年
四
月
か

ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
�

　
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
か
ら

の
受
水
に
よ
り
水
資
源
の
安
定

確
保
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
市
民
生
活
を
営
む
上
で

欠
か
せ
な
い
安
全
で
安
心
で
き

る
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。
�

��　
現
在
、
物
部
・
上
物
部
・
津

田
地
区
を
中
心
と
す
る
一
七
五

　
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
度

を
目
途
に
そ
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
主

要
幹
線
管
渠
工
事
の
早
期
完
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
支
線
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
人
口
密

集
地
区
に
重
点
を
置
い
て
整
備

に
取
り
組
み
、
早
期
の
供
用
区

域
の
拡
大
と
水
洗
化
の
普
及
促

進
に
努
め
ま
す
。
�

　
ま
た
、
浸
水
対
策
事
業
の
物

部
雨
水
ポ
ン
プ
場
建
設
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
七
年
度
完
成
を

目
途
に
本
年
度
か
ら
整
備
に
着

手
し
ま
す
。
�

　
一
方
、
す
で
に
供
用
開
始
さ

れ
た
区
域
内
の
水
洗
化
に
つ
い

て
は
、
各
戸
訪
問
を
中
心
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
市
民

に
対
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
す
い
せ
ん
苑
の
施
設
見
学

会
な
ど
を
通
し
て
一
層
の
普
及

促
進
に
努
め
ま
す
。
�

��　
由
良
低
団
地
、
由
良
鉄
筋
団

地
に
つ
い
て
は
、
外
壁
な
ど
の

景
観
改
善
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
今

後
の
高
齢
化
社
会
や
居
住
環
境

な
ど
を
勘
案
し
た
建
替
・
改
善

な
ど
、
各
種
整
備
内
容
、
計
画

修
繕
を
含
む
適
切
な
維
持
管
理

に
つ
い
て
定
め
る
ス
ト
ッ
ク
総

合
活
用
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
�

　
わ
が
家
の
耐
震
診
断
推
進
事

業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
、
耐
震
診
断
を
希
望
す

る
所
有
者
の
求
め
に
応
じ
、
耐

震
診
断
員
を
派
遣
し
て
住
宅
の

耐
震
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
�

�������　
担
い
手
の
高
齢
化
、
耕
地
利

用
率
の
低
下
、
耕
作
放
棄
地
の

増
大
な
ど
農
業
生
産
基
盤
の
脆

弱
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
認

定
農
業
者
の
育
成
や
土
地
利
用

に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
行
い
、

担
い
手
の
確
保
と
望
ま
し
い
農

業
構
造
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
�

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
に
関
す

る
適
切
な
情
報
の
収
集
・
提
供

に
努
め
、
優
良
牛
の
導
入
、
飼

料
作
物
の
生
産
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
産
地
と
し
て
の
競

争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
堆
肥
の
円
滑
な
流

通
と
有
効
利
用
な
ど
に
よ
る
農

業
の
自
然
循
環
機
能
の
維
持
・

増
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

被
害
防
除
柵
の
設
置
な
ど
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
農
村
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
南
淡
路
広
域
農
道
整
備
事

業
の
ほ
か
、
下
内
膳
地
区
、
二

ツ
石
・
中
田
地
区
、
中
川
原
地

区
で
の
ほ
場
整
備
事
業
、
宮
野

原
地
区
で
の
集
落
道
整
備
事
業

な
ど
、
引
き
続
き
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
生
産
条
件
が
不
利
な

中
山
間
地
域
で
引
き
続
き
農
業

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

大
切
な
農
地
を
守
ろ
う
と
す
る

集
落
に
対
す
る
支
援
を
続
け
る

と
と
も
に
、
洲
本
市
由
良
交
流

セ
ン
タ
ー
「
エ
ト
ワ
ー
ル
生

石
」
で
の
体
験
活
動
や
交
流
型

農
業
、
青
空
市
な
ど
を
推
進
し
、

都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
り
ま

す
。
�

　
森
林
の
適
切
な
整
備
と
保
全

に
つ
い
て
は
、
間
伐
・
保
育
な

ど
の
適
切
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
美
し
い
松
並
み
を
保
全

す
る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
�

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

水
産
資
源
の
保
護
・
育
成
を
図

る
た
め
に
、
並
型
魚
礁
の
設
置
、

築
い
そ
事
業
、
稚
貝
・
稚
魚
の

栽
培
放
流
事
業
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
炬
口

漁
港
に
お
い
て
は
、
漁
業
振
興
、

漁
港
利
用
の
拡
充
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
外
郭
施
設
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
�

��　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
担
い

手
と
し
て
、
平
成
十
二
年
五
月

に
洲
本
商
工
会
議
所
を
主
体
と

す
る
洲
本
市
街
地
活
性
化
セ
ン

タ
ー
を
認
定
構
想
推
進
事
業
者

（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）と
し
て
認
定
し
、
以

後
、
外
湯
計
画
な
ど
種
々
の
活

性
化
策
が
練
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
Ｔ
Ｍ
Ｏ

と
の
協
議
検
討
を
重
ね
、
そ
の

事
業
化
に
努
め
ま
す
。
�

　
ま
た
、
本
年
二
月
に
オ
ー
プ
�

ま
ち
を
支
え
る
�

力
強
い
産
業
づ
く
り
�

農　業　祭�

↓
�

◆
河
川
整
備
�

◆
水
道
事
業
�

◆
下
水
道
事
業
�

◆
公
営
住
宅
等
の
整
備
�

◆
農
林
水
産
業
の
振
興
�

◆
商
工
業
の
振
興
�
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ン
し
た
洲
本
市
民
工
房
で
の

「
も
の
づ
く
り
体
験
」
な
ど
を

活
か
し
た
創
造
力
あ
ふ
れ
る
人

材
の
育
成
と
そ
の
集
客
効
果
に

よ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
よ
う
努
め
ま
す
。
�

　
中
小
企
業
対
策
で
は
、
兵
庫

県
中
小
企
業
従
業
員
共
済
事
業

へ
の
新
た
な
支
援
を
図
る
と
と

も
に
、
既
存
の
中
小
企
業
融
資

制
度
な
ど
利
子
補
給
制
度
の
一

層
の
活
用
を
促
し
活
力
の
あ
る

地
域
産
業
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
�

��　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
大
浜
公
園
の

「
千
本
黒
松
」
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
松
並
み
の
保
護
・
再

生
を
目
指
し
、
松
く
い
虫
防
除

や
枯
木
の
伐
倒
整
理
な
ど
を
計

画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
園

内
の
維
持
補
修
と
並
行
し
て
公

衆
ト
イ
レ
の
水
洗
化
も
引
き
続

き
実
施
す
る
な
ど
、
公
園
の
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。
�

　
市
街
地
と
三
熊
山
を
結
ぶ
遊

歩
道
と
し
て
整
備
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
サ
イ
ン
整

備
を
機
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
努
め
ま
す
。
�

　
成
ヶ
島
・
生
石
地
区
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
に
実
施
し
た
由

良
成
山
荘
の
解
体
撤
去
を
機
に
、

環
境
省
の
由
良
集
団
施
設
地
区

再
整
備
計
画
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、
積
極
的
に
公
園
整
備
を
図

り
ま
す
。
�

��　
永
年
培
っ
た
技
能
を
基
に
地

域
に
貢
献
し
、
多
く
の
若
年
技

能
者
の
育
成
な
ど
に
努
め
ら
れ

た
方
々
に
対
す
る
技
能
功
労
者

表
彰
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
�

　
高
年
齢
者
の
厳
し
い
雇
用
環

境
の
中
、
豊
か
な
知
識
、
経
験
、

技
能
な
ど
を
活
か
し
た
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
機

会
の
創
出
と
確
保
を
図
り
、
地

域
社
会
の
活
性
化
と
福
祉
の
向

上
を
推
進
し
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
勤
労
者
の
よ
り
良

い
住
宅
環
境
の
改
善
と
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、
勤
労
者
住
宅

資
金
融
資
制
度
の
活
用
を
促
し
、

普
及
推
進
に
努
め
ま
す
。
�

��������　
昨
年
度
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
基
礎
資
料
に
基
づ

き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
に
示
さ
れ
て
い
る
基
本
理
念

を
反
映
さ
せ
た
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。
�

����　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
規
格

が
改
定
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
版

へ
の
移
行
審
査
を
終
え
た
と
こ

ろ
で
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
Ｉ

Ｔ
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
合
体
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
行
政
の
基
盤
整
備

に
合
わ
せ
て
、
対
象
職
員
へ
の

研
修
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
�

　
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０

へ
の
対
応
と
し
て
、
環
境
政
策

を
視
野
に
入
れ
た
形
で
の
認
証

取
得
を
目
指
し
ま
す
。
�

��　
淡
路
地
域
の
新
た
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
昨
年
三
月
に

「
新
淡
路
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

計
画
」
を
策
定
、
島
と
い
う
地

域
特
性
に
よ
り
結
び
つ
き
が
強

い
本
圏
域
に
お
い
て
、
総
合
的
、

効
率
的
で
調
和
の
と
れ
た
行
政

施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
�

　
昨
年
は
、
淡
路
公
園
島
構
想

推
進
の
た
め
「
花
の
公
園
島
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
広
域
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
念

を
継
承
し
、
引
き
続
き
淡
路
島

国
際
公
園
都
市
構
想
や
あ
わ
じ

花
回
廊
構
想
な
ど
の
展
開
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
紀
淡
海
峡
連
絡
道
路
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
早
期
建
設
着
手

に
向
け
て
、
引
き
続
き
調
査
並

び
に
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
�

　
国
際
交
流
の
分
野
で
は
、
平

成
十
二
年
十
一
月
に
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
郡
と

本
市
と
の
間
に
姉
妹
都
市
提
携

が
実
現
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
も
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
国
際
交
流
を
展
開
し

ま
す
。
�

　
国
内
に
お
い
て
も
架
橋
で
結

ば
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
神

戸
市
・
徳
島
市
と
の
都
市
間
交

流
や
、
北
海
道
静
内
町
、
徳
島

県
脇
町
と
の
姉
妹
都
市
交
流
も

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
引
き
続

き
展
開
し
ま
す
。
�

��　
洲
本
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
一
月
末
現
在
の

加
入
者
数
が
一
万
千
六
十
六
世

帯
、
加
入
率
は
約
七
一
　
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、

持
家
住
宅
に
お
け
る
加
入
率
が

約
八
六
　
で
あ
る
反
面
、
集
合

住
宅
入
居
者
の
加
入
率
は
約
三

〇
　
と
大
変
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
現
状
を
改
善
す
る

た
め
本
年
度
か
ら
「
集
合
住
宅

に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
使
用
料

『
オ
ー
ナ
ー
一
括
加
入
割
引
制

度
』
」
と
い
う
新
し
い
制
度
を

導
入
し
、
集
合
住
宅
に
お
け
る

加
入
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
�

　
平
成
十
二
年
六
月
か
ら
実
験

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
本
年
一
月
末
現
在
の
実
験

参
加
者
数
が
千
二
百
九
十
四
件

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
の
利
用
環
境
の
改

善
に
向
け
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
�

　
一
方
、
市
町
合
併
の
推
移
を

見
な
が
ら
、
新
し
い
行
政
単
位

を
意
識
し
た
情
報
関
連
の
取
り

組
み
も
進
め
ま
す
。
�

����　
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
十
二
年

四
月
に
施
行
さ
れ
、
国
土
交
通

省
所
管
の
法
定
外
公
共
物
（
里

道
・
水
路
の
い
わ
ゆ
る
赤
線
・

青
線
）
で
そ
の
機
能
を
有
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
度
末
ま
で
に
市
町
村
が
申
請

を
行
え
ば
譲
与
（
無
償
譲
渡
）

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
本
年
度
に
市
内
に
存
在
す
る

里
道
・
水
路
の
調
査
を
行
い
、

平
成
十
五
年
度
以
降
こ
れ
ら
の

譲
与
申
請
に
向
け
、
譲
与
財
産

の
特
定
作
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。
�

��　
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
本

市
の
あ
る
べ
き
都
市
像
と
将
来

の
目
標
を
掲
げ
た
、
洲
本
市
総

合
基
本
計
画
「
洲
本
市
パ
ー
ル

ブ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
　
２
０
１
０

　
〜
大
阪
湾
の
輝
け
る
真
珠
と

な
る
た
め
に
〜
」
の
新
た
な
実

施
計
画
（
中
期
）
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。
�

����������������　
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
�

防
長
に
、
四
月
一
日
付
で
宮
川

正
直
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
�

　
宮
川
氏
は
、
昭
和
三
十
六
年

に
市
役
所
に
入
り
、
健
康
福
祉

部
健
康
課
長
な
ど
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。
�

◆
観
光
の
振
興
�

↓
�

◆
労
働
福
祉
対
策
�

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
�

　
づ
く
り
の
推
進
�

◆
組
織
運
営
の
効
率
化
と
�

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
�

◆
広
域
連
携
の
推
進
�

◆
地
域
情
報
化
の
推
進
�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

◆
法
定
外
公
共
物
の
譲
与
�

　
（
無
償
譲
渡
）
�

◆
総
合
基
本
計
画
の
推
進
�

市
民
と
行
政
に
よ
る

市
民
と
行
政
に
よ
る
�

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
�

市
民
と
行
政
に
よ
る
�

ま
ち
づ
く
り
�

消
防
長
に
�

　
宮
川
氏
が
�

　
　
　
　
　
就
任
�
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60

　
洲
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、

日
頃
体
験
で
き
な
い
ス
キ
ー
を

通
し
て
、
自
然
と
親
し
み
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
親
子
ス
キ
ー
教

室
」
を
毎
年
二
月
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
抽
選
に
な
る

ほ
ど
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

十
六
家
族
、
四
十
三
人
が
二
月

九
日
か
ら
十
一
日
神
鍋
高
原
万

場
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
ま
し
た
。�

　
雪
が
あ
る
か
な
と
心
配
し
つ�

つ
淡
路
を
出
発
し
た
初
日
。
正�

午
過
ぎ
に
は
ス
キ
ー
場
に
到
着�

し
、
早
速
レ
ベ
ル
別
の
ク
ラ
ス�

に
分
か
れ
て
ス
キ
ー
教
室
を
開�

始
し
ま
し
た
。�

　
二
日
目
の
朝
は
前
日
と
は
う�

っ
て
変
わ
っ
て
の
銀
世
界
。
一�

晩
で
こ
ん
な
に
も
積
も
る
の
か�

と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
、

青
空
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
で
、
昨
日
に
続
き
レ
ベ

ル
別
の
ス
キ
ー
教
室
を
再
開
。

小
学
校
低
学
年
の
初
心
者
組
も

ス
タ
ッ
フ
の
熱
心
な
指
導
の
も

と
で
、
み
る
み
る
上
達
し
て
い

き
ま
し
た
。
夜
は
、
貸
切
り
の

民
宿
の
食
堂
で
、
参
加
者
・
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
鍋
を
囲
む
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　
三
日
目
は
、
家
族
ご
と
で
ス

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
上
達
ぶ
り
に
、
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
は
び
っ

く
り
さ
れ
た
よ
う
す
で
し
た
。�

　
や
は
り
子
ど
も
た
ち
に
と
っ�

て
雪
は
め
ず
ら
し
い
の
か
、
目�

を
輝
か
せ
て
雪
遊
び
を
し
て
い�

る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。�

ス
キ
ー
と
い
う
普
段
の
生
活
で�

は
味
わ
え
な
い
体
験
を
通
し
て
、�

新
た
に
家
族
の
絆
が
深
ま
り
、�

あ
わ
せ
て
指
導
者
や
日
頃
お
つ�

き
あ
い
の
な
い
人
々
と
の
交
流

も
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。�

洲
本
市
親
子
ス
キ
ー
教
室
を
終
え
て�

�

「
す
も
と
八
狸
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
、
三
月
十
七
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
立
洲
本
第
二
小
学
校
に
集
ま
っ
た

参
加
者
た
ち
は
、
地
図
を
片
手
に
、
「
し
ば
え
も
ん
」
や

「
お
ま
す
」
な
ど
八
狸
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。�
〜
か
わ
い
い
仲
間
に
会
い
に
き
て
!
〜�

�
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現
在
、
「
入
院
時
一
部
負
担

金
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人

は
、
五
月
三
十
一
日
で
有
効
期

間
が
切
れ
ま
す
の
で
、
五
月
中

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
更
新
の
人
に
は
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
）。�

　
ま
た
、
新
た
に
平
成
十
四
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の

人
も
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

さ
れ
る
と
入
院
時
の
費
用
や
食

事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
減

額
は
認
定
を
受
け
た
月
の
初
日

か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
院

の
時
は
医
療
機
関
へ
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
と
減
額
認
定
証

を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
健�

　
康
保
険
証
　
▽
老
人
保
健
医

　
療
受
給
者
証
　
▽
印
鑑
　
▽

　
過
去
一
年
間
で
九
十
日
以
上

　
入
院
さ
れ
た
人
は
、
九
十
日

　
以
上
の
入
院
費
の
領
収
書�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
館
内�

健
康
課
医
療
係（
☎
２
２
・
３
３

３
７
内
線
５
１
２
）へ
。�

�
　�

��

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
が
七
月
一
日
か
ら
次

の
と
お
り
義
務
教
育
就
学
前
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。�

��

　�

����

　
た
だ
し
、
特
例
と
し
て
平
成

八
年
四
月
生
ま
れ
、
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
は
、
今
お
持
ち
の
受

給
者
証
の
有
効
期
間
が
過
ぎ
て

も
、
六
月
三
十
日
ま
で
の
医
療

費
は
申
請
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
医
療
機
関
で
受

診
し
た
人
は
、
七
月
一
日
以
降

に
受
給
者
証
、
医
療
機
関
発
行

の
領
収
書
、
印
鑑
、
銀
行
口
座

の
わ
か
る
も
の
な
ど
を
持
参
し

て
、
医
療
費
の
還
付
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
館
内

健
康
課
医
療
係
（
☎
２
２
・
３

３
３
７
内
線
５
１
２
）
へ
。�

����
　
「
洲
本
市
・
津
名
町
・
五
色

町
・
一
宮
町
合
併
協
議
会
」
が

四
月
一
日
、
設
置
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
合
併
推
進
窓
口
を
企

画
部
企
画
課
に
設
置
し
ま
し
た

（
洲
本
商
工
会
議
所
別
館
に
設

置
し
て
い
ま
し
た
合
併
情
報
コ

ー
ナ
ー
は
こ
の
窓
口
に
引
き
継

い
で
い
ま
す
）
。�

　
合
併
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
や
意
見
、
提
案
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
つ

い
て
の
情
報
も
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
寄
り
く

だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
部

企
画
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
９
）
へ
。
Ｈ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
は
、
　�

　�

��������

������

　
こ
の
度
、
市
と
郵
便
局
で
事

務
取
扱
の
契
約
が
結
ば
れ
、
市

指
定
の
ご
み
袋
が
四
月
一
日
か

ら
、
市
内
の
次
の
郵
便
局
で
取

り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。�

▽
洲
本
郵
便
局
　
▽
安
乎
郵
便

局
　
▽
本
町
郵
便
局
　
▽
物
部

郵
便
局
　
▽
大
野
郵
便
局
　
▽

下
内
膳
郵
便
局
　
▽
下
加
茂
郵

便
局
　
▽
炬
口
郵
便
局
　
▽
中

川
原
郵
便
局
　
▽
上
物
部
郵
便

局
　
▽
由
良
郵
便
局�

▼
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
部
環

境
整
備
課
（
☎
２
２
・
３
３
２

１
内
線
３
４
３
）
へ
。�

ギャラリー�
◆WASURENAGUSA奥井寛二展�
　４月６日（土）～２４日（水）�
　午前１０時～午後８時�
◆はじめてのひとコマ展（フォトクラ
　ブ２１）�
　４月２５日（木）～２９日（月）�
　午前１０時～午後６時（２５日は午
　後１時～、２９日は午後５時まで）�
◆０号からの出発（たびだち）展�
　淡路美術協会六十回記念会員�
　５月１日（水）～６日（月）�
　午前１０時～午後７時（６日は午後
　５時まで）�
◆母の日によせて�
　１０周年ことば展～佐藤充個展～�
　５月１１日（土）～１２日（日）�
　午前１０時～午後８時�
◆村井弘子個展（白磁器展示、販売）�
　５月１９日（日）�
◆彫刻空間構想－モニュメントのた
　めのエスキース展�
　５月２５日（土）～６月９日（日）�
　午前１０時～午後８時（６月９日は
　午後６時まで）�
�
教　室�
◆「０号からの出発展たびだち展」企
　画によるワークショップ・０号作品
　づくり（１８　×１４　）�
　５月５日（日）、午後１時～４時�
　参加費　無料。一般参加者を募集し
　ています。�
　講　師　淡路美術協会会員�
�
　ギャラリーや教室の申し込み、問い
合わせなど詳しくは、市民工房（☎２
２・３３２２）へ。�

　
昭
和
十
二
年
八
月
、
洲

本
市
内
の
青
年
た
ち
が
、

手
こ
ぎ
の「
水
上
ス
キ
ー
」

で
明
石
海
峡
を
渡
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
こ
の
度
、
民

放
テ
レ
ビ
局
と
地
元
有
志

が
、
こ
の「
水
上
ス
キ
ー
」�

を
再
現
し
て
、
海
上
へ
出

る
試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

こ
の
模
様
は
、
関
西
テ
レ

ビ
「
イ
カ
ロ
ス
の
風
」

（
四
月
二
十
一
日
、
午
前

九
時
〜
）
で
放
送
さ
れ
ま

す
。�

改
正
前
　
　
　
改
正
後�

入
院
、
通
院�

と
も
五
歳
児�

（
満
六
歳
の�

誕
生
月
の
末�

日
ま
で
）�

�

入
院
、
通
院�

と
も
義
務
教�

育
就
学
前
ま�

で�

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の�

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す�

�

合
併
推
進
窓
口
を�

企
画
課
に
設
置
し
て
い
ま
す�

�

市
指
定
ご
み
袋
が�

郵
便
局
で
取
り�

扱
わ
れ
て
い
ま
す�

�

６４
年
前
の
手
こ
ぎ�

「
水
上
ス
キ
ー
」�

を
再
現�

�

◆国税専門官（国家公務員）募集　国税庁・大阪国税局では、税務職員（国税専門官）を募集しています。受付期間は５月９日まで（郵送の場合は５月９日の消印有効）。�
　受験資格など詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）か洲本税務署（☎２４・１２１３）へ。�▼

�

市民工房�

ギャラリー・教室　日程�
�

市民工房�

ギャラリー・教室　日程�
�

▽
�

▼
�

老
人
保
健
一
部
負
担
金�

減
額
認
定
証
の�

更
新
手
続
き
を�

セン�
チ�

セン�
チ�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�
▽
�

４月１日、１市３町による合併協�
議会の設置を県へ提出しました。�

w
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w
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◆
問
い
合
わ
せ
先
　
洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ

ン
（
☎
２
３
・
１
４
４
４
）
�

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
 w

w
w

.atc.ne.jp/pearlline/

　
洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
（
洲
本
港
〜
関

空
航
路
）
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ

ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
が
津
名
町
で
行
わ
れ

る
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
五
月
十
九
日

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
、
全
便
が
津
名

港
に
寄
港
し
ま
す
。
�

洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
が
�

全
便
津
名
港
に
寄
港
し
ま
す
�

船
舶
検
査
の
た
め
、
�

ダ
イ
ヤ
が
変
更
な
り
ま
す
�

５
月
１９
日
〜
６
月
３０
日
�

５
月
９
日
〜
１８
日
�

洲本港発�津名港着�津名港発�関空着�便�関空発�津名港着�津名港発�洲本港着�

　６：５０�

　９：１５�

１１：４０�

１４：２０�

１６：５０�

１９：３０�

　７：０８�

　９：３３�

１１：５８�

１４：３８�

１７：０８�

１９：４８�

　７：１２�

　９：３７�

１２：０２�

１４：４２�

１７：１２�

１９：５２�

　７：５４�

１０：１９�

１２：４４�

１５：２４�

１７：５４�

２０：３４�

　８：０２�

１０：３０�

１２：５５�

１５：３４�

１８：０５�

２０：４５�

　８：４４�

１１：１２�

１３：３７�

１６：１６�

１８：４７�

２１：２７�

　８：４７�

１１：１５�

１３：４０�

１６：１９�

１８：５０�

２１：３０�

　９：０５�

１１：３３�

１３：５８�

１６：３７�

１９：０８�

２１：４８�

1�

2�

3�

4�

5�

6

洲本港発�津名港着�津名港発�関空着�便�関空発�津名港着�津名港発�洲本港着�

1�

2�

3�

4�

5�

6

　
五
月
九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
パ
ー

ル
ラ
イ
ン
に
就
航
し
て
い
る
「
パ
ー
ル

ブ
ラ
イ
ト
２
」
の
船
舶
検
査
の
た
め
、

ダ
イ
ヤ
が
変
更
な
り
ま
す
。
�

　６：４０�

　８：５０�

１１：５５�

１４：３０�

１７：１５�

１９：５５�

�

　９：１１�

�

　９：１６�

　７：３７�

１０：０９�

１２：５２�

１５：２７�

１８：１２�

２０：５２�

　７：４５�

１０：２０�

１３：００�

１５：３５�

１８：２５�

２１：１０�

�

�

�

�

�

１９：１８�

�

�

�

�

１９：２３�

　８：４１�

１１：１６�

１３：５６�

１６：３１�

１９：４５�

２２：０６�

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成

十
年
度
に
改
定
以
来
、
四
年
間

据
え
置
い
て
ま
す
。
�

　
し
か
し
、
本
土
導
水
に
伴
う

受
水
施
設
の
整
備
や
、
老
朽
化

し
た
配
水
管
の
布
設
替
え
な
ど

施
設
の
整
備
や
拡
充
の
た
め
の

経
費
が
増
加
し
、
現
在
の
ま
ま

で
は
、
経
営
が
大
変
厳
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
�

　
こ
の
た
め
本
年
度
二
期
分
か

ら
水
道
料
金
を
値
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

快
適
な
暮
ら
し
を
守
り
、
安
心

し
て
水
を
使
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
事
業
の
見
直
し
や
経
費

の
節
減
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な

運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
水
道
事
業
所

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。
�

＊口径１３　　で、一般標準家庭使用料３０立方　に置き換えて計算してあります。�ミ�
　リ�
メー�
トル�

メー�
トル�

市　　町　　名�洲本市�津名町�東浦町�淡路町�北淡町�一宮町�五色町�緑　町�西淡町�三原町�南淡町�

１か月あたり料金�５,６００�７,１２０�５,３００�５,３４０�４,０６０�６,６３０�６,６００�７,４００�７,９００�６,９１０�７,９７０�

新　旧　料　金　比　較　表�
〔現行料金〕� 〔改定料金〕（消費税別　本年４月１日現在）�

１,７００�
３,７００�
８,２００�
１７,８００�
３５,７００�
６８,６００�
１２２,２００�

�
�

２,２００�
１７,８００�
２０,１００�
２３,６００�
５７,６００�
７２,０００�
８６,４００�
１０８,０００�

円�
１３０�

１０�
１０�
２０�
２０�
３５�
３５�
５０�
�
�

－  �
１５０�
１５０�
１５０�
３００�
３００�
３００�
３００�

１３�
２０�
２５�
４０�
５０�
７５�
１００�

�
�
 �

２０�
２５�
４０�
２５�
４０�
５０�
７５�

家事共用�
共同住宅�
臨 時 用�

１３m/m料金×戸数�
１３m/m料金�

平均水量による料金×戸数�
各戸の使用水量による料金�
１m3につき　　　　７００円�
�
１５０m3を超える１m3につき�
　　　　　　　　　 １４０円�
�
�
３００m3を超える１m3につき�
　　　　　　　　　 ２４０円�

公
衆
浴
場
用
�

特
　
　
別
　
　
料
　
　
金
�

一
　
　
般
　
　
用
�

一
　
　
般
　
　
料
　
　
金
�

学
校
プ
ー
ル
用
�

円�
１８０�

円�
２５０�

円�
３２０�

円�
３６０�

円�
３８０�

基本料金（１か月）� 従量料金（１m3につき）�

５１～�
　  　７５�
（m3）�

１０1～�
�

（m3）�

７６～�
　１００�
（m3）�

３６～�
　  　５０�
（m3）�

２１～�
　  　３５�
（m3）�

１１～�
　  　２０�
（m3）�

基本料金�

（円）�

基本水量�

（m3）�

メーター�

口　　径�

m/m

区分�

種別�

２,０００�
４,４００�
９,８００�
２１,３００�
４２,８００�
８２,３００�
１４６,６００�

�
�

２,６００�
２１,３００�
２４,１００�
２８,３００�
６９,１００�
８６,４００�
１０３,６００�
１２９,６００�

円�
１５０�

１０�
１０�
２０�
２０�
３５�
３５�
５０�
�
�

－  �
１５０�
１５０�
１５０�
３００�
３００�
３００�
３００�

１３�
２０�
２５�
４０�
５０�
７５�
１００�

�
�
 �

２０�
２５�
４０�
２５�
４０�
５０�
７５�

家事共用�
共同住宅�
臨 時 用�

１３m/m料金×戸数�
１３m/m料金�

平均水量による料金×戸数�
各戸の使用水量による料金�
１m3につき　　　　８４０円�
�
１５０m3を超える１m3につき�
　　　　　　　　　 １６０円�
�
�
３００m3を超える１m3につき�
　　　　　　　　　 ２８０円�

公
衆
浴
場
用
�

特
　
　
別
　
　
料
　
　
金
�

一
　
　
般
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　平成１４年度の市の組織を紹介します。行政合併及びＩＴ時代に対応したネットワー

ク型行政の構築を図るため、電算係を総務部から企画部に移して、情報課に電算係担当

（主幹）を設置したほか、地域レベルでの環境問題に取り組むため、環境整備課に環境

政策係を設けています。また、本年２月に設置された、洲本市、津名町、五色町の合併

協議会に４月から一宮町が加わり、「洲本市・津名町・五色町・一宮町合併協議会」の

事務所が南庁舎２階に設置されています。�
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１２�

写真�ニュース�

　城戸アグリ公園に、この度加工室が完成し

ました。回転式の大鍋のほか、ガスコンロや

流し台などが整備されています。利用ご希望

の方は、市役所産業振興部農政課（☎２２・

３３２１内線２４４）へ、お問合せください。�

�

　昨年１１月から新築工事が行われて

いた中川原保育所が完成、３月２３日

に竣工式が行われました。新しい園舎

で中川市長や来賓の挨拶の後、園児た

ちによるお礼の言葉と永い間同保育所

の歌として歌い継がれてきた「生まれ

た町」などの合唱が行われました。�

春の訪れとともに　花祭開催�

淡路の魅力を　ＰＲ�

　淡路の観光親善大使「第２２代クィー
ン淡路」に秦雅美さん（写真右）と村上
優美子さんが決まり、３月１１日に発表
が行われました。市役所を訪れた二人に
中川市長が「お登勢」や「菜の花の沖」
で、歴史なども知って、いろいろな淡路
の魅力をＰＲしてくださいと、激励しま
した。二人は１年間淡路のＰＲ活動をし
てくれます。�

ライオンズクラブが　サクラ、イブキ、黒松を寄贈 

　おのころライオンズクラブ（中田福

市会長）が、２月２８日三熊山にソメ

イヨシノを、アグリ公園にカイヅカイ

ブキを合計で２０５本寄贈、植樹を行

いました（写真上）。また、白砂青松の

大浜海岸を守ろうと洲本ライオンズク

ラブ（和田正孝会長）が３月１５日黒

松２０本を寄贈、洲本第二小学校の５

年生とともに植樹を行いました。�

アグリ公園に加工室が完成�
�

中川原保育所で竣工式�
�

新ワカメで いつまでもお元気で�
�

　由良地区潜水漁業協会（武田政和会長）

が、３月１２日由良総合福祉センターに�

新ワカメ８０袋を寄贈しました。この贈�

り物は今年で２８回目で、心待ちにして�

いるお年寄りたちに、さっそくお味噌汁�

や酢の物などに調理され配膳されました。�

　花博跡地の一部が、３月２１日から国営明石海峡公園と
してオープンしました。２３、２４日には総勢６００人余
りの出演者による「ランドスケープオペラ」が催され、青
雲、由良中学校生徒がマーチングバンドとして、また島内
の中・高校生吹奏楽部が、オーケストラとして参加しました。観客と一体となり、春を招くオペラとなりました。�



１３�

　「第７回社協のつどい」が、３月１０日山手の総合福祉会館

で開催されました。フリーマーケットをはじめ各種模擬店や人

形劇、介護相談など、子どもからお年寄りまで楽しめるイベン

トに多くの市民でにぎわいました。�

　由良コミュニティ消防センターの竣工式

が、３月１７日行われました。平常時は、

地域コミュニティのふれあいの場に、災害

時は避難場所などの防災の中心として、今

後由良地区の新たな活動拠点となります。�

　洲本市シルバー人材センター（奥井斉

・事務局長）の会員１５人が、３月２８日

塩屋緑地のゴミ拾いや植木の剪定などの

清掃奉仕を行いました。地域に役立つこ

とをしたいと始められたこの活動は昨年

に続き２回目で、同センターでは今後も

続けていきたいということです。�

　市民の楽しめる散策道を整備するウォー
キングトレイル事業の７つのコースが完成
し、３月２３日に塩屋岬通りの開通式が塩屋
町内会により行われました。当日はテープ
カットやだんじりの練り歩き、紅白のもち
まきなどが、にぎやかに行われました。�

　上庚申橋の竣工式が、３月２９日に行わ

れました。市道物部曲田塩屋線は国道２８

号バイパスと市街地を結ぶ、まちづくりの

上で大切な路線です。式典の後、三世代夫

婦が渡り初めを行い、さっそく大勢の市民

が、新しい橋を利用していました。�

　ベトナム人研修生４人を講師に、桑
間１丁目婦人会の１４人が、ベトナム
料理交流講習会を３月１７日桑間会館
で行いました。揚げ春巻きやベトナム
風お好み焼きなど、約３時間かけて調
理し、その後試食を行いました。　�

　仲山水町内会では、高齢者の閉じこもり予防

と、健康維持を図り自立を促進するため、社協

と保健センターの協力で毎月「健康相談・いき

いきサロン」を開催しています。前回３月２６

日は、保健師による血圧測定と健康相談、スト

レッチ体操などを行い、その後町内会役員が準

備したお菓子を食べ、参加者は楽しい一時を過

ごしました。�

大きく広がれ  社協の輪�
�

二ツ石「朱の道」文化の交差点�

７つのコースをお楽しみ下さい�
�

市民の憩いの場を美しく�ふれあいと防災の拠点に�
�

上庚申橋開通�お国料理で 交流を�
�

私たちの手で明るく健やかな町を�

　二ツ石戎ノ前遺跡の現地説明会が、
３月１６日に行われました。今回の
調査で、弥生時代に大変貴重であっ
た水銀朱とその精製に使用する石杵
が発掘されました。これにより淡路が阿波から畿内、吉備ヘと
続く「朱の道」の通過点であったとともに、二つの地方の交差
点であったと考えられます。説明会に訪れた人たちは、古代の
様子をさまざまに思い描いていました。�

（兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所提供）�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
と
共
に

結
ば
れ
よ
う
と
し
て
い
る
二
人

に
と
っ
て
、
愛
を
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か
め
合
う

こ
と
は
、
大
変
楽
し
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こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
目
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口
・
耳
が
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
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い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
�

　
特
に
口
元
は
、
目
と
同
様
に

感
情
を
表
現
す
る
に
は
大
変
重

要
な
部
分
で
、
い
つ
も
相
手
か

ら
見
つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
顔
の
中
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最
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豊
か
な
表

情
の
現
れ
る
所
で
す
。
も
し
、

笑
っ
た
時
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虫
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歯
肉
炎
な

ど
が
あ
っ
た
り
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寄
せ
合

っ
て
話
を
し
て
い
る
時
に
口
臭

が
あ
れ
ば
、
二
人
の
愛
に
ヒ
ビ

が
入
り
か
ね
ま
せ
ん
。
�

　
大
切
な
愛
を
永
遠
に
す
る
た

め
に
も
、
お
互
い
の
お
口
の
健

康
は
大
切
で
す
。
結
婚
生
活
に

入
る
と
お
互
い
に
仕
事
に
家
事

に
育
児
に
と
、
自
分
の
身
体
に

か
ま
っ
て
い
る
時
間
的
余
裕
が

な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
特
に
女

性
の
妊
娠
中
の
歯
科
治
療
は
で

き
れ
ば
避
け
た
い
も
の
で
す
。

結
婚
前
に
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク
を

お
薦
め
し
ま
す
。
�

　
第
二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
し
、

仕
事
の
上
で
も
丈
夫
な
歯
は
健

康
の
ス
テ
イ
タ
ス
と
な
り
、
歯

は
人
を
造
り
ま
す
。
年
を
増
す

に
つ
れ
、
噛
め
る
健
康
が
資
産

と
な
り
、
き
っ
と
老
年
期
に
な

っ
て
、
噛
め
る
贅
沢
を
味
わ
え

る
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
口
に
長

生
き
と
言
っ
て
も
健
康
な
長
寿

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
歯

一
つ
と
っ
て
も
、
お
口
の
機
能

の
低
下
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
維

持
の
手
段
を
奪
い
ま
す
。
抜
け

落
ち
る
歯
は
、
食
の
楽
し
み
を

奪
う
ば
か
り
か
精
神
的
な
不
安

を
も
増
幅
し
ま
す
。
�

　
実
際
、
歯
の
老
化
は
全
身
の

老
化
よ
り
も
一
歩
早
く
や
っ
て

来
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
歯

科
医
院
で
の
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク

・
早
期
治
療
・
治
療
後
の
六
ヵ

月
定
期
検
診
で
お
口
の
老
化
は

予
防
で
き
ま
す
。
も
し
も
す
で

に
予
防
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た

の
な
ら
、
今
か
ら
で
も
遅
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
よ
う
も
な

い
口
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
の
歯
科
医
学
は
驚
く
ほ
ど

多
く
の
朗
報
を
も
ち
あ
わ
せ
て

い
ま
す
。
く
よ
く
よ
せ
ず
に
歯

科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

池田歯科医院�

池田　亮 歯科医師�

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
が
鳴
る
前
に
�

�募

集
�

お
知
ら
せ�

　
洲
本
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
友
好
親
善
と
青
少
年
の
国

際
感
覚
を
高
め
る
た
め
、
ハ
ワ

イ
島
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参

加
す
る
高
校
生
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
五
日
（木）

　
〜
三
十
一
日
（水）
ま
で
の
一
週

　
間
（
こ
の
う
ち
三
日
間
が
ホ

　
ー
ム
ス
テ
イ
）
�

◆
と
こ
ろ
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア

　
フ
島
�

◆
対
　
象
　
市
内
在
住
の
高
校

　
生
�

◆
費
　
用
　
参
加
者
負
担
金
八

　
万
円
程
度
�

◆
申
込
　
四
月
二
十
二
日
（月）
〜
�

　
五
月
十
日
（金）
�

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
同

協
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画
部

企
画
課
内
☎
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
８
）
へ
。
�

����　
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

食
生
活
改
善
を
各
地
域
に
浸
透

さ
せ
る
い
ず
み
会
の
リ
ー
ダ
ー

（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
講
座
は
来
年
三
月
ま
で

合
計
十
二
回
開
催
し
ま
す
。
�

◆
対
　
象
　
健
康
づ
く
り
、
食

　
生
活
改
善
に
関
心
を
持
ち
リ

　
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
で
グ

　
ル
ー
プ
活
動
の
で
き
る
市
内

　
在
住
の
人
�

◆
定
　
員
　
二
十
人
�

◆
締
　
切
　
五
月
十
七
日
（金）
ま

　
で
�

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
洲

本
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
増
進

課
（
☎
２
６
・
２
０
２
６
）
へ
。
�

◆
試
験
日
程
　
七
月
七
日
（日）
�

◆
願
書
受
付
　
五
月
七
日
（火）
〜
�

　
五
月
十
四
日
（火）
�

◆
試
験
地
　
洲
本
市
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉

事
務
所
（
旧
洲
本
保
健
所
）
食

品
衛
生
課
（
☎
２
６
・
２
０
６

６
）
又
は
兵
庫
県
民
生
活
部
健

康
福
祉
局
生
活
衛
生
課
団
体
係

（
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
１

３
１
）
へ
。
 

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
�

試
　
　
　
験
　
　
　
日
�

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
�

養
成
講
座
受
講
生
�

ハ
ワ
イ
島
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
�

参
　
　
加
　
　
者
�



１５�

カ

ワ

ト

ン

ボ

�

２４０�

カワトンボの雄�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

い
ち
ご
の
ケ
ー
キ�

■
作
り
方�

①
た
ま
ご
に
砂
糖
を
加
え
て
よ

　
く
泡
立
て
る
（
白
っ
ぽ
く
な

　
り
生
地
で
模
様
が
描
け
る
く

　
ら
い
ま
で
）。
�

②
①
に
粉
（
薄
力
粉
、
コ
ー
ン
�

　
ス
タ
ー
チ
）
を
ふ
る
い
な
が

　
ら
加
え
、
ゴ
ム
ベ
ラ
で
底
か

　
ら
混
ぜ
る
。
�

③
溶
か
し
バ
タ
ー
（
バ
タ
ー
、

　
牛
乳
を
レ
ン
ジ
で
三
十
〜
四

　
十
秒
加
熱
）
を
加
え
、
手
早

　
く
混
ぜ
る
。
�

④
型
に
流
し
焼
く
（
百
八
十
度
�

　
で
二
十
〜
三
十
分
）。
�

⑤
④
（
ス
ポ
ン
ジ
）
を
厚
さ
二
�

　
分
の
一
に
切
り
、
切
り
口
に

　
シ
ロ
ッ
プ
を
た
っ
ぷ
り
ぬ
る
。
�

⑥
砂
糖
を
加
え
、
泡
立
て
た
生

　
ク
リ
ー
ム
と
い
ち
ご
で
デ
コ

　
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
�

�

　
カ
ワ
ト
ン
ボ
の
雄
は
、
全
体

に
緑
色
で
金
属
光
沢
を
帯
び
、

成
熟
す
る
と
白
粉
で
お
お
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
雌
は
赤

み
の
強
い
緑
色
で
、
や
は
り
金

属
光
沢
が
あ
り
ま
す
。
�

　
成
虫
は
四
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

現
れ
、
六
月
の
終
り
ご
ろ
ま
で

見
ら
れ
ま
す
。
川
の
源
流
か
ら

小
川
ま
で
、
水
の
流
れ
の
あ
る

付
近
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
雌

は
水
中
の
朽
ち
木
や
、
水
草
の

茎
な
ど
に
卵
を
産
み
ま
す
。
�

　
幼
虫
の
体
は
円
筒
形
で
、
赤

褐
色
か
黄
褐
色
、
流
水
中
に
す

み
、
水
草
や
岩
の
表
面
に
付
着

し
て
い
ま
す
。
小
形
の
昆
虫
な

ど
を
食
べ
て
育
ち
、
成
熟
す
る

と
二
　
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
�

　
カ
ワ
ト
ン
ボ
は
、
北
海
道
か

ら
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布

す
る
普
通
種
で
す
。
淡
路
島
で

も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
固

体
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
�

セ
ン�

チ�

グラ�
ム�

◆材料�

 （１８　丸型１コ分）�

たまご　　　　　３個�

砂糖　　　　　８０�

薄力粉　　　　８０�

コーンスターチ ２０�

無塩バター　　２０�

牛乳　　　　　１０cc�

砂糖　　　　　２０�

水　　　　　　４５cc�

いちご　１～２パック�

生クリーム　２００cc�

砂糖　　　　　２０�

���　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
皆
さ
ん
に
、
市
内
の
公
衆

浴
場
の
入
浴
券
を
一
か
月
当
た

り
二
回
分
を
交
付
し
ま
す
。
申

請
用
紙
は
、
洲
本
市
健
康
福
祉

館
・
市
役
所
本
庁
舎
（
市
民
相

談
室
）
・
由
良
支
所
に
備
え
て

い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
申
請
に
は
民
生
委
員

の
証
明
印
を
も
ら
い
、
洲
本
市

健
康
福
祉
館
へ
ご
持
参
下
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
館
内

健
康
福
祉
部
介
護
福
祉
課
高
年

福
祉
係
（
☎
２
２
・
９
３
３
３

内
線
５
０
６
・
５
０
３
）
へ
。
�

�������　
洲
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

な
ど
で
は
、
憲
法
週
間
に
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
五
月
七
日
（火）
、
�

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
�

　
三
〇
一
会
議
室
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
☎
２
２
・
０
４

７
９
）
へ
。
�

����◆
五
月
十
七
日
（金）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
半
�

　
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
�

▽
午
前
十
一
時
〜
正
午
�

　
ホ
テ
ル
ア
レ
ッ
ク
ス
�

▽
午
後
一
時
半
〜
二
時
二
十
分
�

 
（株）
ア
ワ
ジ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工

　
業
　
�

▽
午
後
三
時
二
十
分
〜
四
時
二
�

　
十
分
�

　
洲
本
市
役
所
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
�

ー
（
☎
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

入
浴
券
を
�

無
料
配
布
し
ま
す
�

特
設
人
権
相
談
所
を
�

開

設

し

ま

す
�

相
　
談�

献
血
日
程�

１０２�

セン�
チ�

１／８個分エネルギー�

　　２７９�

栄養士　小丸　恭子�

カロ�
リー�

キ�
　ロ�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

広
告�

K-1.正道会館カラテ生徒募集！！�
・淡路勤労センター、毎週火曜　PM６：００～（少年）�
　　　　　　　　　　　　　　　PM７：３０～（一般）�
・洲本第１小学校、毎週木曜　　PM７：００～（少年のみ）�

〈少年部〉礼儀正しく、元気良く、体力、忍耐力、集中力�
〈一　般〉シェイプアップ、健康、ストレス発散、護身�
　　　　　　　まずは、見学、体験して下さい。�



１６�

　子どもを小児マヒから守る「ポリオ生ワクチン」の接種を行い�
ます。接種会場へは、予診票と母子手帳を持参してください。�
◆対象児童�
　　１回目の接種　平成１３年８月１日～１４年１月３１日生まれ�
　　２回目の接種　平成１３年２月１日～１３年７月３１日生まれ�
　　その他、７歳６か月未満で２回の接種がまだの子ども�
◆接種予定表�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　実施時間は、いずれも午後２時～２時３０分�
　詳しくは、健康福祉館内市保健センター（☎２２・３３３７）へ。�

◆受付期間 �
　平成１４年５月１日（水）～３１日（金）�
　午前９時～午後５時まで（ただし、土・日・祝日を除きます）�
◆受付場所�
　　市役所都市整備部管理課　　市役所由良支所�
◆分譲区画数�
　　７区画�
◆分譲区画面積�
　　１３２.６５平方　～２５３.００平方�
◆分譲単価�
　　１１４,０００円／㎡～１４３,０００円／㎡�
◆建築条件�
　　一戸建住宅のほか事務所、店舗、倉庫なども建築が可能です。�
　　建ぺい率は６０　。�
　　建物の階数は２階までとします。�
※「分譲のしおり」は市役所都市整備部管理課か由良支所にあります。�
※現地説明会を予定しております。（５月上旬）�
　詳しくは、市役所都市整備部管理課（☎２２・３３２１�
内線３４０）へ。�

　夫や恋人、家族から様々な形で暴力を受けているあなたへ�
　“ひとりで悩まないで”今すぐお電話を！　安心してご相談ください。秘密は厳守します。�
�
�
※電話相談受付時間  毎日午前９時～午後９時（緊急の場合は２４時間対応）�
※なお、お近くの福祉事務所（平日午前８時３０分～午後５時１５分）や警察（いつでも可）、�
　県立男女共同参画センターでも相談ができます。�

情報広場�

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）」が全面施行されます�

兵庫県立女性相談センター（旧　県立婦人相談センター）　☎078・732・7700

パー�
セント�

メー�
トル�

メー�
トル�

　これらの人は中学生のときに接種の機会がありまし

たが、未接種の人が多いことから、再度機会が設けら

れました。�

　成人の女性が受けられる場合は、接種時に妊娠して

いないことや、接種後二か月は妊娠しないよう、特に

ご注意下さい。�

◆対象　昭和５４年４月２日～昭和６２年１０月１日

　生まれで一度も風しんの予防接種を受けたことのな

　い洲本市民�

◆期間　平成１５年９月３０日（月）まで�

◆料金　無料（指定の医療機関）�

　詳しくは、健康福祉館内市保健センター（☎２２・

３３３７）へ。�

昭和54年4月2日～昭和62年10月1日生まれの人�

▼
�

▼
�

▼
�

月　　日�

ポリオ生ワクチンの接種を行います�

▽
�

▽
�▽
�▽
�

対　　　象　　　地　　　区�場　　所�

風しん予防接種は済んでいますか？�

由良埋立地の宅地分譲のご案内�

▽
�▽
�▽
�
▽
�
▽
�
▽
�
▽
�

▽
�

由
良
体
育
館

由
良
体
育
館�

由
　
良
　
港�

由
　
良

由
　
良�

由　良（一）由　良（一）�

（二）（二）�

由良支所由良支所�

由良小学校由良小学校�

由良南保育所由良南保育所�

由
良
保
育
所

由
良
保
育
所�

観
音
寺

観
音
寺�

由
　
良�

由　良（一）�

（二）�

由良支所�

由良小学校�

由良南保育所�

由
良
保
育
所�

観
音
寺�

分譲地�

健康福祉館２F�

健康福祉館２F�

由良公民館�

健康福祉館２F

5月 1 日（水）�

5月13日（月）�

5月20日（月）�

5月27日（月）�

本町・下加茂・宇山・塩屋・炬口・安乎・中川原�

物部・栄町・小路谷・海岸通・山手・奥畑・桑間�

上加茂・上内膳・下内膳・納�

由良・上灘�

上物部・津田・千草・新村・池田・池内・大野�

宇原・金屋・前平・木戸・鮎屋�

4月1日から�



１７�

水�
（不定期）�

日�
洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～7：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

広
告�

淡路ごちそう館�御食国�（みけつくに）�
洲本市塩屋１丁目１－8　TEL.26－1133

向 山 水 葵 ちゃん�
�
　 　 瑠 人 ちゃん�
�ふたり仲良くね。　母：由香さん�（宇原）�

みず　　 き�

りゅう　　と�
（平成12年2月23日生まれ）�

�

（平成14年2月7日生まれ）�

�

わが家の　ホ ー プ�

◇ 今 月 の 拠 点 回 収 ◇ �

 4月25日（木）午前７時～正午�
（第４木曜日）�

固定資産税・都市計画税の�
納期のお知らせ�

　平成１４年度の固定資産税、都市計画税の納期は次のと

おりです。各納期が近づきますと行政放送（文字放送）に

よりお知らせしますが、納期限には気を付けてください。�

　第１期　平成１４年　４月１７日～　４月３０日�

　第２期　平成１４年　７月１７日～　７月３１日�

　第３期　平成１４年１２月１０日～１２月２５日�

　第４期　平成１５年　２月１７日～　２月２８日�
�

固定資産・課税明細書を添付しています。�
　納税通知書には、固定資産税の課税明細書を添付してい

ます。土地、家屋の一筆一棟ごとの評価額、参考税額など

が記載されていますので、所得税の申告などに利用してく

ださい。�

　また、すでに取り壊した家屋が記載されていたり、実際

と違う場合などありましたらお問い合わせ下さい。�

　詳しくは、市役所総務部税務課（☎２２・３３２１内線

２６０）へ。�

　暴走行為が原因で、「交通事故」の加害者、犠牲者にな

った事例が多くあります。市民の皆さん、絶対に暴走行為

をさせないように地域でよく話し合いましょう。�

　また、暴走行為を見物していると暴走族を煽ることにな

り、巻き添えになる恐れもありますので、興味本位の見物

や近くに寄ったりすることは、絶対にしないでください。�

�

　市民の皆さんのご協力とご理解をお願いいたします。�

▼
�

暴走行為は、絶対に許さない�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会・淡路県民局�
　みつあい館（☎２６・１１５３）では常時、資源ごみを�

受け入れています（月曜日、祝日は除きます）。�

◆拠点回収場所�

内町交番横駐車場�

洲本中央公民館�

リサイクルセンター「みつあい館」�

物部コミュニティ消防センター�

千草公民館�

母子生活支援施設�

加茂コミュニティ消防センター�

大野コミュニティ消防センター�

中川原公民館�

安乎公民館�

納会館�

鮎屋集会所�

由良支所�

�

海岸通二丁目５―１４�

山手三丁目３―２�

栄町四丁目３―２８�

上物部二丁目３―１１�

千草甲２２１―７�

炬口二丁目９―１１�

下内膳８―１�

大野１２３―６�

中川原町中川原９０７�

安乎町中田１１―２�

納７３４�

鮎屋６９３�

由良二丁目６―１９�

�▽
�

Miketsukuni！　ウェディングフェア実施（4月27日　土曜）�
＜第1部＞１１：３０から� ＜第2部＞１８：００から�
・人前式をご覧いただけます。�

・披露宴をご覧いただけます。（要予約）�

・様々な展示物など見所満載！�

（フェア詳細はお問い合わせください）� －ホールスタッフ募集中！－�

・ナイトウェディングフェア（様々な展示）�

・アカペラライブ１９：００より（要予約）�

　オードブル＋ドリンク￥２,０００（前売１,５００発売中）�

　洲本市内から、暴走行為を一掃しましょう。�



１８�

洲
本
中
央
公
民
館
で
は
、
今
年

度
の
市
民
講
座
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。�

◆
講
座
名�

▽
か
な
書
道
▽
漢
字
書
道
▽
日

本
画
▽
煎
茶
▽
民
踊
▽
読
書
▽

花
づ
く
り
▽
カ
ラ
オ
ケ
▽
刺
し

ゅ
う
▽
あ
み
も
の
▽
料
理�

◆
締
切
　
四
月
三
十
日
（火）
ま
で

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
中
央
公
民

　
館（
☎
２
２
・
１
２
８
０
）へ
。�

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
公
民
館

　
で
も
各
種
講
座
受
講
者
を
募

　
集
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
に

　
よ
っ
て
受
講
内
容
な
ど
が
異

　
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
下
さ
い
。�

▽
由
良
公
民
館  �

　
　
　
　
☎
２
７
・
２
１
６
７

▽
大
野
公
民
館 �

　
　
　
　
☎
２
４
・
３
６
０
２�

▽
中
川
原
公
民
館�

　
　
　
　
☎
２
８
・
１
０
２
４�

▽
安
乎
公
民
館�

　
　
　
　
☎
２
８
・
０
０
０
７�

▽
加
茂
公
民
館�

　
　
　
　
☎
２
４
・
４
７
８
３�

▽
千
草
公
民
館�

　
　
　
　
☎
２
３
・
０
５
１
６�

プ
チ
ト
マ
ト
メ
イ
ト�

◆
対
　
象
　
〇
歳
児
か
ら
保
育

　
所
、
幼
稚
園
入
園
前
の
子
ど

　
も
と
親
（
祖
父
母
で
も
可
）�

◆
定
　
員
　
水
曜
日
組
と
金
曜

　
日
組
、
各
七
十
組�

◆
と
　
き
　
毎
月
水
曜
日
と
金

　
曜
日
（
二
〜
四
回
実
施
）�

◆
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
三
階�

　
研
究
室�

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室�

◆
対
　
象
　
三
歳
児
か
ら
小
学

　
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
保
育

　
園
、
幼
稚
園
児
対
象
）
と
親

◆
定
　
員
　
三
十
組�

◆
と
　
き
　
土
曜
日
、
又
は
日

　
曜
日（
毎
月
一
回
）、
午
前
十

　
時
半
か
ら
正
午�

◆
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
な
ど�

ま
ま
サ
ー
ク
ル�

◆
対
　
象
　
子
供
の
い
る
お
母

　
さ
ん�

◆
と
　
き
　
月
曜
日
（
毎
月
一

　
回
）、
午
前
十
時
か
ら
正
午�

◆
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館�

▼
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
洲
本

市
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
中

央
公
民
館
内
☎
２
４
・
３
３
７

４
）
へ
。�

公
民
館
市
民
講
座

�
洲
本
市
子
育
て
セ
ン
タ
ー
会
員�

受
付
　
４
月
１８
日
（木）
か
ら�

い
き
い
き
と
農
業
を
す
る
た
め
の�

洲
本
市
で
も
、
社
会
構
造
の
変
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

で
年
々
農
業
従
事
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
魅

力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
近
年
個
々
の
作
物
で
は

な
く
、
農
家
経
営
に
農
業
政
策
の
重
点
が
移
っ
て
い
ま

す
。
三
月
二
十
八
日
、
市
の
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
認
定
農
業
者
の
認
定
書
交
付
式
と
、
家
族
経
営

協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

◆
二
つ
の
制
度
◆
�

　
農
作
業
を
す
る
に
あ
た
っ
て

家
族
が
仕
事
の
役
割
分
担
や
労

働
時
間
の
就
業
ル
ー
ル
を
話
し

合
い
、
文
書
で
明
ら
か
に
す
る

家
族
経
営
協
定
を
奥
畑
の
坂
本

文
夫
さ
ん
、
早
苗
さ
ん
夫
婦
が
、

結
び
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ

り
、
家
族
の
役
割
を
明
確
に
し

個
々
が
責
任
感
を
持
つ
よ
う
に

な
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
の
た
め
、
女
性
農

業
経
営
者
を
育
成
し
、
女
性
も

農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
今
回
は
新
規
認
定
者
が
七
人
、

更
新
者
が
五
人
の
計
十
二
人
が

認
定
を
受
け
、
こ
れ
で
洲
本
市

の
認
定
農
業
者
は
、
三
十
六
人

に
な
り
ま
し
た
。�

　
平
成
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
認

定
農
業
者
制
度
は
、
農
用
地
の

利
用
集
積
の
支
援
、
税
制
上
の

特
例
、
低
利
融
資
制
度
な
ど
の

優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

連
絡
協
議
会
で
は
視
察
や
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
て
農
業
技
術
向

上
も
図
っ
て
い
ま
す
。�

������

　
▽
岩
井
　
洋
文
（
由
良
）�

　
▽
榎
本
　
一
郎
（
畑
田
組
）�

　
▽
酒
井
　
　
勇
（
金
屋
）�

　
▽
城
田
　
宜
伸
（
納
）�

　
▽
（株）
中
西
農
場
（
金
屋
）�

　
▽
宮
崎
　
茂
樹
（
金
屋
）�

　
▽
山
西
敬
一
郎
（
大
野
）�

　
▽
籠
池
　
宗
之
（
大
野
）�

　
▽
原
田
　
義
昭
（
千
草
）�

　
▽
平
岡
　
　
滋
（
宇
山
）�

　
▽
細
川
　
雄
三
（
池
田
）�

　
▽
細
川
　
修
司
（
新
村
）�

が
ん
ば
る
農
業
者
を�

応
援
し
ま
す�

認
定
農
業
者�

一
人
ひ
と
り
が�

や
り
が
い
の
あ
る�

農
業
を�

家
族
経
営
協
定�

�

平
成
十
四
年
度
の�

認
定
農
業
者
は�

次
の
皆
さ
ん
で
す
。�

����　
本
年
四
月
か
ら
国
民
年

金
の
保
険
料
の
取
り
扱
い

が
国
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
、
年
度

初
め
に
市
役
所
か
ら
送
付

し
て
い
ま
し
た
国
民
年
金

の
納
付
書
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
�

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
第
一
号
被
保
険
者
に
は
、

す
で
に
納
付
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
も
し
ま
だ
納

付
書
が
届
い
て
い
な
い
人

や
、
届
い
た
納
付
書
の
記

載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
人

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
昨
年
度
末
に
新
た
に
第

一
号
被
保
険
者
に
な
っ
た

人
や
転
居
し
た
人
な
ど
に

は
、
順
次
納
付
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
�

　
四
月
分
の
保
険
料
の
納

期
限
は
、
五
月
末
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
、
確
実

で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
明
石
社
会

保
険
事
務
所
（
☎
０
７
８

・
９
１
２
・
４
９
１
６
）
へ
。
�

写真上左から、細川（修）さん、原田さん�
写真下左から、酒井さん、岩井さん、宮崎さん�

国
民
年
金
の
納
付
書
が�

届
い
て
い
ま
す
か�

４月６日、島内のトップを切って田植えがはじまり�
ました（中川原三木田で）。�

国際ソロプチミスト淡路主催（淡路ベンチャークラブ共催）によるチャリティーバザーを行います。�
　・とき／4月21日（日）午前11時～午後3時　　・ところ／厳島神社斎館�



１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

　
今
年
は
三
月
半
ば
に
桜
が

開
花
す
る
な
ど
、
あ
ま
り
に
早

い
春
の
訪
れ
に
驚
か
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。
山
々
を
彩
る
み
ど

り
に
は
、
す
で
に
初
夏
の
様
子

さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
◆
四
月
か

ら
、
市
役
所
に
も
新
人
た
ち
の

真
新
し
い
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
初
々

し
さ
を
う
ら
や
ま
し
く
、
か
つ
、

ね
た
ま
し
く
思
う
度
合
い
が
、

年
々
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

◆
少
し
？
く
た
び
れ
て
き
た
私

と
比
べ
て
ど
こ
が
違
う
の
か
、

彼
ら
と
対
抗
す
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
自
分
自
身

に
問
う
て
み
ま
し
た
。
明
ら
か

に
年
齢
差
か
ら
来
る
容
姿
や
体

力
な
ど
は
し
か
た
が
あ
り
ま
せ

ん
。
と
す
れ
ば
、
残
る
は
や
は

り
精
神
的
な
も
の
で
し
ょ
う

か
？
◆
広
報
担
当
に
な
り
た
て

の
こ
ろ
、
ふ
っ
と
心
が
和
む
よ

う
な
写
真
、
な
ん
と
な
く
元
気

づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
文
章
、
そ

ん
な
写
真
を
撮
り
た
い
、
そ
ん

な
文
章
を
書
き
た
い
…
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
初
心
を

忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）
�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

　４月、５月の乳幼児健康診査を次�
のとおり行います。対象者には問診�
票などを送付しますので、母子手帳�
を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。５月�
　１日（水）、５月１５日（水）、（受付・市�
　役所市民相談係で電話による予約�
　受付けをしています。☎２２・３�
　３２１内線３４５・３４６）総合�
　福祉会館で。�
行政相談　５月８日（水）、午後１時１５�
　分～（受付・午後１時３０分まで）�
　総合福祉会館で。�
社会保険相談　第３金曜日、午前１０�
　時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

由 良 公 民 館 で �

洲本健康福祉事務所で�

４月１８日（木）�

４月２６日（金）�

５月２日（木）�

５月９日（木）�

５月１６日（木）�

５月２４日（金）�

�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１３年６月生�

�

Ｈ１２年９月生�

�

�

�

Ｈ１２年１０月生�

Ｈ１３年１２月生�

�

�

�

Ｈ１４年１月生�

�

�

�

Ｈ１１年２月生�

　の他心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談　毎月１・３月曜日午�
　後１時～５時（予約が必要）�
胃がん検診　５月１日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　～（料金１５，２８０円、申込・洲�
　本健康福祉事務所へ）洲本市民で�
　国民健康保険に加入し３０歳以上�
　の人に８，０００円、社会保険などの�
　加入者で４０歳以上の人に５，０００�
　円の助成があります。（ただし１�
　年度１回限り）　　�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（☎２６・００２２）。�
家庭児童相談　０～１８歳までの子�
　供の相談。毎週月・火・木、午前�
　８時３０分～午後５時１５分、洲�
　本市健康福祉館（☎２２・３３３�
　２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（☎�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日（午前１０�
　時３０分～午後５時）福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。）　　�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

＜行事のお知らせ＞　�
「いっしょにおはなしかい」　�

（対象：０～３歳くらいまで）　�

４月２０日　午後２時～　�

「おはなし会」　�

４月２７日　午後２時～　�

※５月から「いっしょにおはなしか

い」と「おはなし会」の時間や回数が

変わります。詳しくは広報５月号や

ケーブルテレビ等でお知らせします。�

「おりがみ教室」　�

４月２７日　午後３時～　�

※５月のおりがみ教室はありません。�

※６月からおりがみ教室は�

毎月第１土曜日　午後２時～　�

に変わります�

「つくってあそぼう！」　�

毎月第３日曜日　午後１時３０分～�

※「つくってあそぼう！」は「のり・ 

はさみ・筆記用具」をご持参くださ 

い。�

※「おりがみ教室」「つくってあそ

ぼう！」は定員４０名。参加申込は

前日まで（ただし、定員になり次第

締切らせて頂きます）�

（休館日は月曜・祝日・毎月末です）�

健康相談�

乳 幼 児 �
健康診査� 図 書 館 �

市民相談�

（☎２２・３３３７）�

（☎２２・３３３７）�

（☎２７・２１６７）�

市保健センターで�
（☎２２・３３３７）�

（☎２２・３５４１）�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～４月�
　曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　４月２３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　６月１８日�
　（火）、受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　５月１４日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん　６月４日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　５月１日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　５月１日（水）、午後１時�
　～３時�
７か月児相談　４月２４日（水）、受付�
　午前９時４５分～１０時、対象者�
　（Ｈ１３．９月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　４月２５日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�
　者（Ｈ１２．４月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　５月１７日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�
　・４月曜日）�
�
�
�
成人健康相談　５月１３日（月）、午後�
　１時３０分～３時�
�
�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�
　人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�
　分～（精神病、痴呆、アルコールそ�
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◆と　き　５月４日、５日（祝）�
　　　　　午前１０時３０分～午後４時�
◆ところ　淡路ハイウェイオアシス　イベント
　　　　　広場�
◆内　容　　フリーマーケット　　公園内ウォ
　ークラリー　　大道芸　　吹き戻しゲーム大
　会　　フラワーアレンジメント教室　　寄せ
　植え教室　　淡路瓦の製造体験　　ブラスバ
　ンドの演奏　　ふるまい　（タコの塩ゆで、
　あわぢビール）�
�
�
◆募集区画　４、５日共３０区画（１区画　２
　　×２.５　）募集区画に達し次第締切ります。�
◆出 店 料 　１,０００円�
◆申込方法　住所、氏名、電話番号、出店希望
　日、販売予定品目を明記し、ハガキ又はＦＡ
　Ｘで下記へ送ってください。�
　郵便番号６５６―２４０１　�
　津名郡淡路町岩屋大林２６７４―３　�
　淡路島公園管理事務所�
�
　詳しくは、淡路島公園管理事務所（☎０７９
　９・７２・５３６６　ＦＡＸ０７９９・７２
　・５３６６）へ。�

淡
路
と
兵
庫
の
旧
家
・
町
並
み�

　花卉栽培農家と消費者の交流や、市内の農林水
産品の消費拡大のため、昨年に引き続き「花のイ
ベント」を開催します。（小雨決行、荒天時順延）�
�
　◆と　き　５月１８日（土）、午前１０時３０分～�
　◆ところ　アルチザンスクエア前広場�
　◆内　容　　花の販売　　魚ひっかけ釣り  　
　　　　　　　堆肥の無料配布　　御食国の出店  
　　　　　　　オニオンスープの試食など�
　詳しくは、市役所産業振興部農政課（☎２２・
　３３２１内線２４４）へ。�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

お登勢像完成記念�

歴史ウォーク�歴史ウォーク�

▼
�

淡路島公園　淡路ハイウェイオアシス�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

メー�
トル�

メー�
トル�

▼
�

春の感謝祭�

フリーマーケット出店者募集�

平成14年4月27日［土］－6月9日［日］�
ところ：淡路文化史料館�
●開館時間＝午前９時－午後５時�
●休館日＝毎週月曜日と５月７日［火］－１０日［金］�
●入館料＝一般４００円　大学・高校生２５０円�
　　　　　中・小学生１００円　乳幼児・身体障害者無料�
●講演会＝平成１４年５月１１日［土］午後２時より�
　演題：兵庫の民家�
　講師：黒田龍二［神戸大学工学部建設学科助教授］�
　無料・予約不要�
●講座＝平成１４年５月１２日［日］午前１０時－午後３時�
　内容：いま・むかしを描こう�
　指導：やまぐちくにこ［淡路美術協会会員］�
　無料・要予約�
●主催＝洲本市立淡路文化史料館�
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�

北淡町　浅野南　原家住宅�

◆と　　き　５月１３日（月）、午前１０時～�
◆集合場所　洲本市立淡路文化史料館�
◆予定コース　洲本市城跡、金天閣、お登
　勢像之碑、稲基神社、江国寺など�

◆参加方法　往復はがきの往信はがきに住
　所、氏名、性別、年齢、電話番号、返信

　はがきに郵便番号、住所、氏名をご記入

　の上、下記まで郵送してください。�

　郵便番号６５６―００２５�

　洲本市本町３丁目３―２５�

　洲本市商工会議所　「お登勢の町

　すもと」会�

＊必ずＦＭラジオをご持参下さい。�

＊昼食用弁当、水筒を持参してく

　ださい。小雨決行（雨具用意）�

＊参加者には、資料と記念品があ

　ります。�

　詳しくは、洲本市商工会議所

（☎２２・２５７１）へ。�

ラジオでウォーク�


